
食品(モデル)粒子の胃消化挙動を観測可能
ぜん動運動が活発に起きる

幽門部をシンプル化

ヒト胃消化シミュレーター
－装置開発から食品応用まで－
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成果の活用
本研究成果は、新たな胃消化試験装置として食品の研究開発現場等での実用化が
期待されます。
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筑波大学との共同研究の成果です。
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装置開発のコンセプト 食品モデルのin vitro胃消化挙動

固形食品のin vitro胃消化挙動

成果の特徴
• ヒト胃のぜん動運動が定量的に模擬され、かつ物理的・化学的消化プロセスも考慮

されている新たな胃消化試験装置を開発しました。
• ヒト胃消化シミュレーターの利用により、多様な固形食品のin vitro胃消化挙動をリア

ルタイムで直接観測することが可能です。
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